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衆
議
院
議
員
中
川
正
春
君
提
出
電
気
用
品
安
全
法
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
中
古
製
品
を
販
売
す
る
古
物
商
等
」
が
電
気
用
品
安
全
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
の
電
気
用
品
の
販
売
の
事
業
を
行
う
場
合
は
、
法
第
二
十
七
条
等
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
。

�
に
つ
い
て

通
商
産
業
省
関
係
の
基
準
・
認
証
制
度
等
の
整
理
及
び
合
理
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
一
号
。
以

下
「
整
理
合
理
化
法
」
と
い
う
。
）
の
制
定
以
降
、
古
物
商
の
団
体
の
み
に
対
す
る
特
別
の
周
知
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
経

済
産
業
省
本
省
、
地
方
経
済
産
業
局
、
国
内
登
録
検
査
機
関
、
業
界
団
体
等
が
主
体
と
な
り
、
講
習
会
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
場

に
お
い
て
、
法
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
法
の
内
容
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど
、

広
く
周
知
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
本
年
に
入
っ
て
か
ら
、
古
物
商
等
か
ら
多
数
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
本
年
二
月
に
、
経
済
産
業
省
か
ら
警
察
庁
に
対
し
、
法
の
内
容
に
つ
い
て
の
周
知
の
要
請
を
行
っ
た
。

�
に
つ
い
て

一



法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
表
示
を
付
し
た
者
が
製
造
物
責
任
法
（
平
成
六
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
二
条
第
三
項

の
製
造
業
者
等
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
の
事
例
に
即
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
一
概

に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

�
に
つ
い
て

法
第
八
条
第
一
項
の
技
術
基
準
は
、
電
気
用
品
ご
と
に
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
一
概
に

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
本
法
施
行
前
に
購
入
し
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
、
Ｐ
Ｓ
Ｅ
表
示
が
付
い
て
い
な
い
電
気
用
品
」
に
つ
い
て
は
、

当
該
電
気
用
品
の
家
庭
に
お
け
る
使
用
状
況
等
に
よ
り
、
そ
の
安
全
性
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

�
に
つ
い
て

中
古
の
電
気
用
品
を
販
売
す
る
古
物
商
等
が
、
整
理
合
理
化
法
附
則
第
五
十
条
第
一
項
の
経
過
措
置
（
以
下
「
経
過
措

置
」
と
い
う
。
）
の
終
了
後
、
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
表
示
が
付
さ
れ
て
い
な
い
電
気
用
品
を
ど
の
よ
う
に
取
り

二



扱
う
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古
物
商
等
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
お
尋
ね
の
「
経
済
的
影
響
」

に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
売
れ
な
く
な
っ
た
電
気
用
品
が
廃
棄
物
と
し
て

出
る
量
」
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
が
終
了
す
る
電
気
用
品
に
つ
い
て
、
古
物
商
等
が
所
有
し
て
い
る
数
量
が
明
ら
か
で
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

�
に
つ
い
て

法
は
、
電
気
用
品
に
よ
る
危
険
及
び
障
害
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
物
商
等

が
法
第
四
条
に
規
定
す
る
届
出
事
業
者
で
あ
れ
ば
、
法
第
八
条
等
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
。
ま
た
、
法
第
十
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
表
示
が
付
さ
れ
た
電
気
用
品
が
流
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
な
再
使
用
が
促
進
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

�
に
つ
い
て

整
理
合
理
化
法
の
施
行
前
に
製
造
さ
れ
た
電
気
用
品
に
つ
い
て
は
、
整
理
合
理
化
法
に
よ
る
改
正
前
の
旧
電
気
用
品
取
締

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
技
術
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�
に
つ
い
て

法
は
、
電
気
用
品
の
製
造
、
輸
入
又
は
販
売
の
事
業
を
行
う
者
に
着
目
し
、
我
が
国
に
お
け
る
電
気
用
品
に
よ
る
危
険
及

三



び
障
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
規
制
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
「
電
気
用
品
の
安
全
性
確
保
と

い
う
趣
旨
に
反
す
る
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。

��
に
つ
い
て

経
済
産
業
省
と
し
て
は
、
古
物
商
等
か
ら
の
要
望
も
踏
ま
え
、
独
立
行
政
法
人
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
等
に
よ
る
出
張

検
査
や
検
査
装
置
の
貸
出
し
等
の
支
援
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
既
に
経
過
措
置
の
終
了
に
向
け
た
対
応
を
行
っ
て
い
る
古
物
商
等
も
存
在
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
経
済
産
業
省
と

し
て
は
、
経
過
措
置
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

四


